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北海道美唄湿地を対象とした農業用水路で囲まれたエリアにおける地下水流動モデ
リングとその評価
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Bibai marsh, Japan
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湿地帯（湿地，沼地，泥炭地等）は，特に豊かな自然環境や生物の多様性について，自然環境において重要な重要な
機能・価値があると認識されてきている（ラムサール条約，1971）。先進国では周辺環境との調和を考慮した，湿地帯の
持つ保水機能，洪水調節機能，水浸透／浄化機能などの保全・回復事業が数多くなされている。一方，開発途上国では
湿地帯およびその周辺領域は耕作地や居住地開発のための重要な開発候補地域となっている。こうしたことから湿地帯
の管理手法・開発手法の需要が高まっているが，科学的知見の不足などの理由により湿地帯の保全・回復手法を評価す
るための工学的な手法は確立されていない。
我々の研究の目的は，湿地帯における物質動態・循環系を圧密・強度特性を考慮して明らかにすることである。そう

した科学的知見に基づき，湿地帯における水・温暖化ガス・熱・溶質の挙動を土壌の特性・挙動を考慮して数値的に予測
できる統合的なツールを開発すること，および，未／既開発湿地の管理・利用のための保全・回復手法の評価を行うこ
とが最終目標である。
研究対象領域は北海道美唄湿地である。ここでは 2003年よりメタン放出量測定，2006年より土中メタン濃度分布測定，

2008年より地下水位・地下温度測定が継続して実施されている。同時に，統合流体解析モデル（GETFLOWS，Hydrus）
の開発・改良を行い，圃場から流域レベルでの物質循環解析に利用している。
農業用水路に囲まれた約 1km× 1.5kmの美唄湿地を対象に，予備的なモデル化・シミュレーションをGETFLOWSを

用いて行った。このモデルは降雨データを入力することにより河川流量や地下水流動の変化をシミュレートすることが
可能である。予備的検討の結果，土壌水分量分布および地下水流動方向などが計算により求められた。今後，美唄湿地
で観測された水収支データ等を用い，モデルの検証・更新を行っていく予定である。


